



Dietary Studies of Preschool Children in Japan (part 14) 
Sequential Change in Nutritional Status of Preschool Children 
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うや儲についたところであり，54轍定の日本人の栄漸要量12）では・成人の食塩主勲の適正値を
10　9以下と示すにとどまり，小児についての数値は示されていない。
現在の栄欝の示す麟量・腰量を一応の食湘標とするならば・対象児の場合飾摂取にお
いては綴色躾の撚比率を35％　，次い綴類，乳類および豆類のそれを・9～14％増加し・栄養素
撒においてはピタミソB、の撒上ヒ率を19％・次いでビタミンB・のそれを7％増加することが望ま
しく，その他の摂取状況はほぼ現状維持が良いのではなかろうかと思料され，これらの諸点が，都市
近郊農村における幼児栄養の今後の課題として指摘されよう。
　新たなる80年代は，社会・経済的情勢が一層厳しくなり，環境問題や資源不足から生活や健康への
不安も加わって，低成長時代の延母の中で迎えることになろうと予測されているが，都市近郊農村に
住む幼児の食生活は今後如何に推移するか，さらに検討を続けて行きたい。
要 約
　幼児栄養をより的確に把握するために，43年，48年および53年度の都市近郊農村幼児の栄養素摂取
状況について検討を加えた。対象児は4～6歳児10～14名で，四季の連続3日間（通年12日間）の食
物摂取量を個人別に秤量し，食糧構成基準量ならびに個人別に算定した栄養所要量と対比して，5～
10年間の推移状況を調ぺ，以下の結果を得た。
　（1）摂取食品数は1人1日当たり平均17種類→23種類→29種類と漸増し，動物性食品は3～7種類
へ，植物性食品は14～22種類へ増加した。
（2）飾摂取状況は，・・年町増力・したのは・・飾群で，撚脾の購な上昇舳脂・乳・肉・
砂糖類およびその他の野菜に認められ，減少したのは菓子，豆1果実および米類の4食品群であり，
摂取比率の平均値は93±45％→123土34％（α＝0．05で有意）へ，基準量に対するパターソ類似率は
0．909→0．959へ上昇した。しかしながら，緑黄色野菜，穀類および乳類は10年来充足されていない。
’（3）栄養素摂取状況は，10年間に摂取比率の平均値は88土24％→110±15％（P＜O．　Olで有意）
へ所要量パターソに対するパターン類似率は0．967→O・　992へ上昇し，とくにピタミソC・・カルシウ
ム，脂肪および動物性たん白質の摂取増が顕著である。10年前充足されない栄養素は6個あったの
が，今回はピタミソB1とB2の2栄養素のみとなり，しかも摂取上の個人差が縮少されている。
　（4）摂取エネルギー比については，穀類エネルギー比（44％→39％）および米類エネルギー比（36
％→29％）は減少，小麦類エネルギー比（8％→10％）は漸増傾向を示し，糖質エネルギー比（68％
→57％）は減少，脂肪エネルギー比（18％→29％）は増加し，たん白質エネルギー比（14％）は変り
なかった。
　（5）摂取たん白質の質的評価は，動物性たん白質比は35％→51％，たん白価は81（S）→88（S），
アミノ酸価は89（Thr）→87（Thr），卵価は69（S）→74（S），人乳価は88（Lys）→90（Leu）・
牛乳価は80（L・ys）→87（Lys）へ推移し，総じて質的向上が認められた。
　（6）対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は身長は105土3．4％→98土4．9％，体重は110
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±6．0→95土13．　5％といずれも若干低位となり，体力評価も3．　1土0．8→2．　6±O．7と中位の成績からや
や低い成績に推移している。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学塚原叡教授に厚く御礼申し上
げます。また，調査の進行上限りないお力添えを賜わりました大形保育園ならびにあおい幼稚園の諸
先生方，さらに調査対象のご家庭の方々の…一・一年間にわたるご協力に対しまして，深く感謝申し上げま
す。
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